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国際タンチョウネットワークの中での具体的な活動
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　タンチョウ保護研究グループ会誌
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理事長　百瀬邦和

　昨年より 1 ヶ月早く開催した国際ワークショップが 10 月に終了しま

した。3 年間の議論で整理されたタンチョウに関する各種の問題は、こ

れからは、新たに決まった国際タンチョウネットワーク（International 

Red-crowned Crane Network：IRCN）の枠組みで、参加するメンバー

たちが協力して取り組んでいくことになります。

　タンチョウ保護研究グループは、北海道でおきているタンチョウの人

慣れ、農作物への食害、また電線や車との衝突事故などの問題をふまえ

て、それらへの対策を模索し、実行していくとともに、大陸での問題解

決に向けて北海道の情報を発信していきます。同時に IRCN の仲間とと

もに、学生や市民を巻き込んだ活動を進める予定です。

　中標津での「標津湿原プロジェクト」では、人と距離をおいた給餌方

法の実験と、身近にある豊かな自然資源を再認識して、そこにどのよう

に関わっていけるのかを模索する市民レベルの活動をタンチョウを柱と

して進めようとしています。

　また、釧路市音別地区のキナシベツ湿原周辺では、湿原の生物相調査

を続けている「キナシベツ湿原を愛する会」の活動に協力しながら、湿

原に隣接した農耕地でのタンチョウによる食害の状況を調べようとして

います。同地では、すでに毎年大学生や外国人グループによる野外活動

が合宿形式で行われています。タンチョウ保護研究グループは、この地

でタンチョウやそれをとりまく自然環境を内外の学生たちと一緒に勉強

する活動を始めたいと考えています。
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タンチョウの希望ある未来に向けて            　　古賀公也

　 ネットワーク構築に向けて連日の話し合い

　日本のタンチョウは 1300 羽を超えるまでに回復した

ものの、その数のツルが暮らせる湿原はもうなく、多く

のツルは農地近くに残ったわずかな湿地を棲み家にす

るしかありません。これは、電線や車両との衝突事故や

農薬中毒ばかりか、農作物への加害を引き起こす原因に

なっています。しかも、彼らを救うために始まった餌付

け、そしてその美談の影響か、あるいはツルの可憐で人

の識別に長けた “ 知性 ” のためか、庭先でも行われるよ

うになった餌付けも原因して人慣れが進み、ツルと人と

の共存の道が益々険しくなっています。

　これまでの大陸での生息状況調査や現地研究者との情

報交換を通じて、私たちはロシアでは野火がツルの脅威

になっていることを知りました。また、中国では北海道

のツルが歩んだ道をたどっていることを、更に朝鮮半島

でも同様な状況が起こりつつあることを感じました。

　そんな危機感の中、正富宏之理事の “ 鶴声 ” を発端に、

百瀬邦和理事長を中心に国際的視野からタンチョウを守

るためのプロジェクトが始まりました。先立つものもな

く、どの助成団体からも理解を得られない中、これまで

幾度も助成いただいている独立行政法人環境再生保全機

構からの支援を得て、2007 年に第１回ワークショップ

「タンチョウ保護のための国際プロジェクト構築」を催

して、タンチョウの抱える課題を明らかにしました。翌

年の第２回ワークショップでは、地域（国）毎の実行性

ある活動について整理したことは、前々報でお知らせし

た通りです。

　助成最終年の今年は、10 月 21 日から 26 日まで、釧

路市との共催で釧路市観光国際交流センターと釧路全日

空ホテルを会場に開催しました。今回、ロシアの私設ム

ラビヨフカ自然公園創設者で精力的にツルの保護に取り

組んでいるセルゲイ・スミレンスキー博士を招き、アムー

ル川流域でのダム建設による湿原の乾燥化や電線衝突事

故が重大な問題となっているとの報告がありました。ド

イツからはツル情報センターのギュンター・ノバルト博

士とドイツ・ツル保護会のウォルフガング・メーベス博

士が参加し、ヨーロッパにおけるクロヅルの個体数増加、

人々との共存に向けた取り組みや保護ネットワーク体制

についての発表がありました。これらの他、来年以降の

実施を目指す重点事業につて話し合いました。

　さて、過去 3 年のワークショップには、タンチョウ

の保護や研究で活躍している主要な人々が集い、連日連

夜白熱した議論を行いました。そして、各地域や国で抱

えている課題解決のため、国際協調下で実行可能なプロ

ジェクトを実施するための国際的なネットワーク体制を

構築することにしました。その名も、インターナショナ

ル・レッド - クラウンド・クレイン・ネットワーク。

　このネットワークは、議長と副議長、および各国 1 名

の調整者と国際ツル財団代表者からなる評議会、その評

議会の下部組織として各国の事情や状況に即したネット

ワークを置きます。議長を百瀬ゆりあ、副議長をエレナ・

イリヤシェンコ（ロシア）、中国からの調整者を銭法文、

日本からは百瀬邦和、韓国からはリー・キサップ、ロシ

アからはオレグ・ゴロシュコ、国際ツル財団からはス・

リーインの皆さんが務めます。当面、このネットワー

クが機能するように日本の有志が事務局として動きます

が、そのサポートをタンチョウ保護研究グループが行い

ます。来年の IRCN 活動開始を目指し、ただいま基本方

針や運営について最終の詰めを行っているところです。

　IRCN、そして各国のネットワークが今後どのような展

開をするのか・・・。期待が高まるところです。

　 　 会議終了後に記者会見も開きました。
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　タンチョウ国際会議記念講演会を開催

　国際会議「タンチョウ保護のための国際プロジェクト

構築」にあわせて、10 月 25 日に北海道立釧路芸術館

において「タンチョウの希望ある新たな未来への序章」

と題した講演会を開催しました（地球環境基金助成事

業）。この講演会は 3 年間行なってきた国際会議を締め

くくり、来年以降の活動に向けた方向を広く知っていた

だくために企画しました。

　講演会では、はじめに蝦名大也釧路市長と市田則孝

バードライフインターナショナル副会長よりご祝辞をい

ただきました。つづいて、高円宮久子妃殿下による基調

講演と４つの報告が行われました。以下に講演の抄録を

記します。

　鶴に思いをはせて

　　　　　　バードライフインターナショナル名誉総裁

　　　　　　　　　　　　　　　　高円宮久子妃殿下

　タンチョウはおめでたい鳥として日本文化の多くの場

面に登場しています。着物の柄、帯留め、和菓子、日本

庭園の置物、引札、掛け軸、絵画など。中にはタンチョ

ウとコウノトリと混同している場合も見られますが、折

り鶴に象徴されるように幸運やめでたさと結びついた親

しみが社会に浸透しています。しかし、ツルと人との関

係は、互いに依存しすぎないような適当な距離を保って

いくように注意すべきでしょう。

　タンチョウと暮らすために－国際会議の意図と課題－

　　　タンチョウ保護研究グループ理事　正富宏之博士

　人とタンチョウの関わりは、かつては食料として、あ

るいは貢ぎ物・鑑賞の対象とされてきたが、前世紀の

急激な湿原開発によって生息地を奪われ激減してしまっ

た。北海道では餌付けの成功によって 1,300 羽以上に

まで個体数が増加したが、電線衝突や交通事故、道路

建設、そして人慣

れの問題など多く

の障害がある。そ

こ で、 私 た ち は

2007 年 よ り 国 際

会議を行なってき

た。目的は参加者

の友好促進、各国

におけるタンチョウの現状理解、実施可能な国際事業の

立ち上げ、タンチョウ保護の新たな計画作り、計画実施

を阻む障害を明確にする、障害を除くための効果的方法

の検討、各国で方法の迅速な実施などである。目的を達

成するためにはタンチョウの保護に関わる人々が円卓会

議を設立し、それを基に保護をどのように進めるかを議

論し、具体的そして実質的活動の開始がなければ会議の

目的は達せられたといえない。

アムール中流域におけるタンチョウ保護の実践と課題　

　　　　　　　　ロシア ムラビヨフカ自然公園創設者

　　　　　　　　　　セルゲイ・スミレンスキー博士

　アムール川中流域ではタ

ンチョウの繁殖数が減少し

ており、ヒンガンスキー保

護 区 で は 1983 年 の 19 つ

が い か ら 今 年 は 3 つ が い

に、ムラビヨフカ保護区で

は 1984 年の 9 つがいから

今年は 1 つがいになってし

まった。湿原が乾燥化して

いるが、降水量に変化はな

く、アムール川の本・支流

に建設しているダムが原因である。ムラビヨフカ自然公

園では、ツル類保護のための国際ワークショップ開催や

PTT や足環標識による調査などを行ってきた。現在は湿

原環境を守るために国際的な協力を得て、水環境管理の

ための調査や野火の防止に取り組んでいる。また、渡り

鳥とその生息地の保護に対する住民の理解を得るための

環境教育活動や、行政などへの働きかけも行っている。

　ツルと人々　

　　　　　　　　　　　ドイツ　ツル情報センター所長

　　　　　　　　　　　　ギュンター・ノバルト博士

　西ヨーロッパのクロヅルは、この 30 年ほどの間に 4
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講演会「危機に瀕したツルたち」を開催
　10 月 22 日に釧路市観光国際交流センターにおいて、

講演会「危機に瀕したツルたち」を開催し、市民ほか約

40 名の方々にご来場いただきました。

　この講演会は、イオン環境財団の助成を得て、タンチョ

ウ保護研究グループが行なった「中華人民共和国におけ

るタンチョウの繁殖状況把握調査」の一環で開催しまし

た。調査に参加したス・リーイン博士が中国北部のツル

生息地の現状調査の様子について、また関連して、パー

ク・ヒーチョン博士が朝鮮半島におけるツル生息地の危

機について発表されました。講演概要を以下に記します。

　

朝鮮半島におけるツルの生息地における危機

　　 韓国慶北国立大学教授　パーク・ヒーチョン博士

　韓国の中央部を北から南に流れる洛東江は九州の出水

地方に渡るナベヅルやマナヅルの重要な中継地であり、

また近年はマナヅルの越冬が始まるとともにナベヅルの

越冬も期待されている。現在、この洛東江で河川の自然

化という名目の下で、流路を掘り下げて固定化するとと

もに河川敷の有効利用を進める計画が進められている。

この工事によってツル類の生息環境が悪化してしまうの

ではないかと心配されている。

中国内陸ホルンバイル高原とソンネン平原のタンチョウ

　　　国際ツル財団研究員・中国東北林業大学客員教授

　　　　　　　　　　　　　　　　ス・リーイン博士

　タンチョウの繁殖分布の中で最西端に位置するホルン

バイル高原は近年乾燥化が進み、主要河川であるハイラ

ル川の水位は激減して、年ごとの雨の量によって流れが

現れたり消えたりしている状態である。また、ソンネン

平原の最大繁殖地であるザーロン自然保護区では湿原水

位の低下が激しく、以前は湿原内の水路であったところ

でも今回の調査では地表水が見られなかった。しかし、

各種のデータから一帯の降水量には大きな変化がないと

思われるので、湿原へ流入していた水を人間が農地など

他に持っていってしまっていることが原因と考えられ

る。

万 羽 か ら 24

万羽程度まで

増加した。主

な理由は農業

形態の近代化

によって餌の

穀類が得られ

るようになっ

たためである。農業被害や観光客とのトラブルも起きて

いる。そこで、その両方を解決する目的での人工給餌が

民間の自然保護団体によって行なわれ、成功している。

人工給餌は農業被害の補償よりもはるかに安上がりであ

り、ツルの渡りシーズンは 5 つ目の季節といわれる程に

観光客に注目されるようになってきた。

　世界のツル保護のための国際ネットワーク

　　国際ツル財団創設者　ジョージ・アーチボルト博士

　世界には 15 種のツルが生息しているが、カナダヅル、

クロヅル、ゴウシュウヅル、アネハヅルの４種は生息数

も多く今のところ問題ない。アフリカにいる 4 種（カン

ムリヅル、ホオジロカンムリヅル、ホオカザリヅル、ハ

ゴロモヅル）と、ユーラシア大陸の 4 種（マナヅル、ナ

ベヅル、オグロヅル、オオヅル）の計 8 種は危険な状

態である。残りの白い 3 種のツル、すなわちソデグロヅ

ルとアメリカシロヅルそしてタンチョウは、近い将来に

おける野生での絶滅の危険性が極めて高い。ソデグロヅ

ルはインドで越冬するグループは既にいなくなってしま

い、イランのカスピ海沿岸で越冬するグループも昨年は

1 羽になってしまった。アメリカシロヅルは復活のため

の様々な努力が続けられている。タンチョウは現在繁殖

地と越冬地で様々な不安要因を抱えていて、総数 3,000

羽 に 届 か な

い。今回日本

のタンチョウ

保 護 研 究 グ

ループが始め

た国際的な取

り組みに期待

している。
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　今年はじめたタンチョウのためのデントコーン栽培は

惨憺たる結果でした。6 月 7 日に行った種蒔きの様子は

前号で報告した通りです。その後、7 月９日に見回った

ところ芽生えが非常に悪かったため、対応を相談した結

果、撒き直しと除草をあきらめました。

　標津湿原プロジェクト続報　　　　　　　百瀬邦和　

育たなかったコーン（７月 9 日撮影）

　少し離れたところで農家組合が 30 ヘクタール近くの

デントコーン畑の作付けを行っており、やはり育ちが芳

しくないので、そのまま放置することが決まったと聞き

ました。そしてそこで育ったものに関してはツルに提供

することが可能であるという話でしたのでそちらに期待

しました。しかし、10 月 7 日に「中標津の自然を知ろ

う会」の阿部 嗣さんと現地を回ってみたところ、30 ヘ

クタールの畑がどこであるのかも判らない状態で、トウ

モロコシの一株も見つけられませんでした。どちらのデ

ントコーン畑も、元々水はけが悪いために牧草地として

の利用さえ諦めざるを得なかった土地での畑作りです。

出来の悪いのは覚悟していたのですが、夏の前半が低温

で、しかも特に今年は春からずっと雨が多かった影響で、

北海道の農作物が全般的に不作だったことを考えるとや

むを得ない結果なのでしょう。 そこで、昨年からお世話

になっている隣接の牧場の方に、ニオ作りのためのデン

トコーンを提供していただきました。しかし、専門家の

畑でもデントコーンの丈は昨年の半分から２／３程しか

ありませんでした。10 月 11 日に刈り取りを行い、初雪

の後、地表が凍結してしまう前にと、11 月 16 日に中標

津町から借りている『畑』の中に２つのニオを作りまし

た。しかし、例年はデントコーンの茎を四方から木の支

えに寄せ集めて上を縛るだけで完成するはずのニオです

が、今年は茎の丈が短くて充分な高さになりません。仕

方なく上から短い茎を下げることもしました。足りない

デントコーンは、畑の雑草の中からほんの僅かしか粒の

入っていない「うらなり」のデントコーンを探し集めて

補充しました。本来、刈り取り後のさっぱりした畑の中

に立てるはずだったニオは、雑草を刈り広げた小さな広

　　　　　苦労したニオ作り

場に立っています。

　11 月 22 日には追加の作業として、やはり農家のご好

意により一部を刈り残していただいた別のデントコーン

畑で、雪による倒伏防止のための作業を行いました。昨

年は一本だけ立てた竹竿に刈り残した茎を周囲から寄せ

集めて縛ったのですが、枯れて弱くなった茎が雪の重さ

でつぶれてしまい、多くが雪の下になってしまいました。

そこで、今年は、倒れたりつぶれたりしないように 3 本

の竹竿を支柱にし、そこに刈り残した茎を縛り付ける予

定でした。ところが、ここでも茎の丈が低いために回り

の株を寄せ集めてくることができません。仕方なく茎ご

と刈り取ったデントコーンを 3 本の竹竿の頭からつるし

てニオ風にしました。これで雪の下に隠れてしまうこと

はないでしょう。

　作業中、すでにこの畑を使っていると思われるつがい

のタンチョウが降りてきました。また、数百メートル離

れた別の畑には 16 羽のタンチョウが餌を探していまし

た。この刈り残しとニオを利用して、これらの群れが根

室北部の地で越冬してくれることを願っています。

　三本の竹竿を組んでニオ風に
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 第 7 話　最北の地で・・・（サロベツ繁殖個体）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

　シリーズ　標識物語（番外編）　～名前の付いたタンチョウ～

　北海道に生息するほとんどのタンチョウは、道東圏で

１年中過ごす留鳥であることはもうご存じですよね（一

部国後島で確認された標識個体もいますが・・・）。タ

ンチョウの生息数も 1,000 羽を超え、繁殖適齢期のカッ

プルも増えてきたことから、道東圏だけでは繁殖地が狭

くなり、エサ採りに困らない農家さんの近くに繁殖地を

構えるモノもいますが、今回は、道北地方（たぶん最北

の繁殖地）で繁殖に成功した個体を紹介します。

　道東圏の主な繁殖地として、釧路湿原周辺、根釧原野、

十勝平野がありますが、この他に網走地方、浜頓別そし

てサロベツ原野でも確認されています。そのサロベツで

の繁殖個体ですが、2005 年夏に幼鳥２羽連れが確認さ

れ、最北地繁殖成功例として注目をしていました。秋に

は繁殖地近くの農家に家族で現れるようになり、どこで

越冬するのかが問題でした。標識を付けていない個体を

識別するのは至難の業で、何か他にはない特徴を見つけ

なければなりません。地元で観察されていた富士元寿彦

さんから写真（写真１、２）が関係者に送られ、幼鳥の

１羽の背中に黒い斑紋があ

ったので、「幼鳥２羽連れ

の家族」と「黒い斑紋」を

目安に冬場どこの給餌場に

現れるのかを調査しまし

た。2005 年 12 月 23 日、

私は鶴居村の鶴見台で飛来

数と標識個体の確認調査を

していました。その中に、

黒い斑紋の付いた幼鳥を見

つけ、「もしかして・・・。」

と思って写真（写真３、４）

を撮り、その夜、正富先生

や関係者に撮った写真を送

付したところ、「間違いあり

ません、サロベツです。」と

の返事をいただき、非常に

うれしかったです。標識以

外の個体を識別、判明出来たことは、いつも見ている標

識個体とは違う感動を覚えます。

　そして時が過ぎて 2008 年 12 月 29 日のメールで、ま

たサロベツの家族写真（写真５、６）が送られ、「以前

↑写真１　　　写真２→
  サロベツにて（2005 年
  12 月　撮影：富士元寿彦）

   鶴見台にて（2005 年 12 月）
←写真 3　　　　↓写真 4　

写真５　サロベツにて（2008 年 11 月　撮影：富士元寿彦）
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でした。日数だけを見れば 10 日前後で移動しているよ

うに見えますが、私が給餌場に行くのは仕事が休みの時

だけで、平日の確認が出来ていませんので、一概には言

えません。また、どのルートで移動してきているのかも

わかっていません。この課題を解決するには、もっとた

くさんの目撃情報が必要ですので、皆さんのご協力をお

願いします。

　次回は、第８話「親子の絆 !?（T25 と 025）」を掲載

します。お楽しみに。

と同じような斑紋がある幼鳥１羽連れ」の捜索願（？）

が出されました。実はこのメールが来る前の 12 月 21

日の鶴見台で私は、斑紋のある幼鳥の写真（写真７）を

撮っていたので、比べてみてビックリ！　なんと斑紋が

一致していました。この年も鶴見台で確認されたことか

ら、サロベツの個体は鶴居村（鶴見台）で越冬している

と言っていいでしょう。では、どのくらいの日数でサロ

ベツと鶴居村を移動しているのでしょう？　直線距離に

しておよそ 300㎞超、目撃情報は、2005 年 12 月 14 日

サロベツ最終確認、12 月 23 日鶴見台初確認、2008 年

12 月 11 日サロベツ最終確認、12 月 21 日鶴見台初確認

写真 6　サロベツにて（2008 年 11 月　撮影：富士元寿彦） 写真 7　鶴見台にて（2008 年 12 月）

今年もタンチョウ標識調査を行いました。
　今年も環境省請負事業「タンチョウ標識調査」が行われました。6 月 20 日から始まり、８月 16 日まで、

主に土日を中心に 17 日間行いました。合計で 28 羽の野生のヒナに標識することができました。調査に参加

して下さった方は 52 名にもなり、調査期間中の総計はのべ 216 人でした。標識したヒナの数はこれまでで

最も多く、さらに兄弟（姉妹？）２羽に標識したところが７ヶ所あったのも過去最多でした。標識した家族数

は 21 家族で、昨年は 20 家族、一昨年は 17 家族でしたから家族数で見るとそれほど増えたわけではありま

せん。つまり、今年はヒナ２羽の家族に多く標識できたということです。場所別に見ると、十勝支庁管内で

12 羽、釧路支庁管内で 15 羽、根室支庁管内で 1 羽でした。

昨年に続いて根室地域での標識数が少なかったのですが、今

年はこの地域で見つかったヒナが少なかったということもあ

ります。この地域の繁殖が良くなかったのではないかとも思

われます。

　その後、追跡調査が行われており、現在までに多くの標識

ヒナの生存が確認されています。無事に越冬地に現れるのを

期待したいものです。調査に御協力いただいたみなさま、あ

りがとうございました。
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＜表紙写真＞ 

　国際会議のエキスカーションにおける参

加者とホテルスタッフの記念撮影　

（2009 年 10 月 26 日　鶴居村「ウッディ

　ホテル＆レストラン夢工房」前にて）

＜活動記録（2009 年 7 月〜 2009 年 10 月）＞

7 月 8 日	 運営会員連絡会

7 月 31 日	 会誌「Tancho」第 7 号発送

8 月 8 日	 運営会員連絡会　

8 月 16 日	 タンチョウ標識調査終了

8 月 29 日	 釧路市教育委員会主催の「わくわくランド」

	 に参加（於：釧路市民文化会館）

9 月 11 日	 運営会員連絡会

10 月 9 日		  運営会員連絡会

10 月 11 日　TKG ニュース第 49 号発送

		  中標津町標津湿原でニオ作りのためのデン	

		  トコーン刈り取り作業

10 月 21 日〜 26 日     

	 第 3 回「タンチョウ保護のための国際プロ

	 ジェクト構築」国際会議を開催（於：釧

	 路市観光国際交流センター・釧路全日空ホ	

	 テル）

10 月 22 日	 講演会「危機に瀕したツルたち」を開催

	 （於：釧路市観光国際交流センター）

10 月 25 日		  タンチョウ国際会議記念講演会「タンチョ

		  ウの希望ある新たな未来への序章」を開催

		 （於：北海道立釧路芸術館）

＜会員（11 月 19 日現在）＞

・ 運営会員　26 名（北海道 20 名、新潟県・神奈川県・東京都・兵庫県・中国・USA 各 1 名）

・ 個人サポート会員　125 名（北海道 71 名、長野県 11 名、東京都 10 名、大阪府 9 名、兵庫県 6 名、千葉県４名、

神奈川県３名、京都府・韓国各２名、茨城県・静岡県・愛知県・奈良県・石川県・島根県・フランス各 1 名）

・ 団体サポート会員　10 団体（北海道８団体、大阪府 1 団体、韓国 1 団体）

＜国際会議余話＞

　　　エキスカーションで十勝へ
　国際会議中はずっと会議室にこもって論議を重ね

ていましたが、最終日である 10 月 26 日にはワーク

ショップと講演会の参加者の方々に北海道でのタン

チョウの様子を見ていただくためのバスツアーを企

画しました。釧路地方の酪農地帯で牧場の敷地内や

刈り取り後のデントコーン畑に群れているタンチョ

ウを観察しました。昨年の会議場でもあった鶴居村

のホテル夢工房で昼食をとった後に、十勝地方に移

動し、トウモロコシや麦などの畑作地帯でガン類の

群れと一緒にいるタンチョウを観察しました。観察

するだけではなく、当地の豊頃町農業委員会会長で

ある竹下昌徳さんにお越しいただいて、タンチョウ

やガン・ハクチョウ類によって農作物が被害を受け

ているというお話を伺いました。

車内で竹下会長のお話を聞く。


